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支配株主等に関する事項について 

 

 当社の親会社であるキリンホールディングス株式会社について、支配株主等に関する事項は、以下

のとおりとなりますので、お知らせいたします。 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く。）又はその他の関係会社の商号等 

                           （平成 23 年 12 月 31 日現在） 

 議決権所有割合（％） 
名称 属性 

直接所有分 合算対象分 計 

発行する株券が上場されている 

金融商品取引所等 

キリンホー

ルディング

ス株式会社 

親会社 52.42 － 52.42

㈱東京証券取引所 市場第一部 

㈱大阪証券取引所 市場第一部 

㈱名古屋証券取引所 市場第一部

証券会員制法人 札幌証券取引所

証券会員制法人 福岡証券取引所

  

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

①親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付け、親会社等やそのグループ企業との取引関

係や人的関係、資本関係等 

キリンホールディングス株式会社（以下「キリンホールディングス」といいます。）は当社の議

決権の 52.42％を所有する親会社であります。当社は、キリンホールディングスの企業グループの

中で医薬事業部門に属し医療用医薬品事業を担う中核的な企業となっております。 

人的関係については、平成 24 年 3 月 30 日現在、経営体制強化等を目的として、キリンホールデ

ィングスの代表取締役常務取締役 1名が当社の取締役（社外取締役）を兼務しております。 

 

②親会社等からの一定の独立性の確保の状況 

当社は、純粋持株会社であるキリンホールディングスがその発行済株式総数の 50.10％を保有す

る同社の連結子会社でありますが、平成 19 年 10 月 22 日付け「統合契約書」において、当社は同

社のグループ運営の基本方針を尊重しつつ、自主性・機動性を発揮した自律的な企業活動を行う

とともに、上場会社としての経営の独立性を確保し、株主全体の利益最大化及び企業価値の持続



的拡大を図ること、及び、統合契約締結日以後 10 年間、同社の当社持株比率は 50.10％を原則と

し、同社は当社の上場が維持されるべく最大限の合理的な協力を行うことが、同社との間で確認

されております。 

 

３．支配株主等との取引に関する事項 

当連結会計年度（自 平成 23 年 1 月 1日 至 平成 23 年 12 月 31 日） 

種類 

会社等の

名称又は

氏名 

所在地 

資本金又

は出資金 

(百万円) 

事業の内

容又は職

業 

議決権等の所

有(被所有)割

合（％） 

関連当事者

との関係 
取引の内容

取引金額 

(百万円) 
科目 

期末残高

(百万円)

資金の貸付

(注 1) 
65,612 

短期貸

付金 
82,473

親会社 

キリンホ

ールディ

ングス㈱ 

東京都 

中央区 
102,045 持株会社

(被所有) 

直接 52.42

資金の貸付

役員の兼任

関係会社株

式の売却

(注 2) 

 売却代金

 売却益 

 

 

 

14,987 

4,712 

 

 

 

― 

― 

－

－

注 1．資金の貸付については、ＣＭＳ（キャッシュ・マネジメント・システム）による取引であり、取引金額は期中の平

均残高を記載しております。また、貸付金の利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。 

注 2．当社が保有するキリン協和フーズ㈱の全株式 474 株（持分比率 35.0％）をキリンホールディングス㈱へ譲渡したこ

とによるものであります。なお、株式の売却価額については、当社及びキリンホールディングス㈱がそれぞれ独自

に任命したファイナンシャル・アドバイザーによる意見等を参考に両社協議の上、決定しております。 

 

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

支配株主との取引については、当社より提供する、あるいは当社に提供される財・サービスが

主に取引されている市場等の客観的な情報をもとに、一般的な取引条件と同様に合理的な決定が

なされており、少数株主に不利益を与えることがないように適切に対応しております。 

 

 

以 上 

 


